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1. はじめに 

近年、ゲームの需要が高まり、それと共にゲーム開発エン

ジンの種類も増え、よりゲームが開発しやすい環境ができ

た。ゲーム開発エンジンには、開発をスムーズに進めるため

の名前空間が用意されており、その名前空間にゲーム開発

をする上で必要なクラスや関数、変数が定義されている。本

研究では、数あるゲーム開発エンジンの中から Unity を対象

とし、更に Unity でのみ使われる関数に着目した。 

Unity を使用してゲームを開発する際、UnityEngineという

名前空間に定義されているクラスや変数、関数を頻繁に使

用する。UnityEngine には、膨大な数の関数(以下「Unity 独

自の関数」と称する)が定義されている。しかし、ウェブ上

で Unity 独自の関数を調べようとすると、検索結果の上位に

Unity 公式のスクリプトリファレンスが表示されないケー

スが多く、関数名やその引数だけ調べたい際に余計に時間

がかかってしまう。また、Unity 独自の関数名やその引数な

どは変更されることもあるため、全ての Unity 独自の関数を

覚えることは困難である。 

そこで、本研究では、短時間で必要最低限の情報のみ提供

する Unity 関数検索ツールを作成した。具体的には、Unity

公式のスクリプトリファレンスから必要な情報のみをデー

タベースに格納し、それぞれの関数が持つ概念の繋がりを

利用して、検索ワードに関連する関数の一覧と最小限の情

報のみ出力する検索ツールを開発した。 

 

2. 予備知識 

ここでは、本検索ツールを作成する上で使用したシソー

ラス日本語 WordNet[1]について説明する。日本語 WordNet

には、膨大な数の英語と日本語の単語が格納されている。 

日本語 WordNet に格納されている全ての単語は概念を持

つ。例えば、「衝突」という単語は、「run into」という概念を

持つ。そして、「run into」という概念を持つ単語に「衝突」

以外にも「ぶつかる」や「打当たる」などの単語が存在する。

すなわち、「衝突」と「ぶつかる」と「打当たる」という単

語は同じ概念を「run into」持っており、この概念の繋がりを

利用して本検索ツールを開発した。すなわち、検索ワードと

して「衝突」という単語を入力すると、検索結果として「ぶ

つかる」や「打当たる」が出力される原理を利用して本検索

ツールを作成している。 

 

3. 本検索ツールの特徴 

本検索ツールの特徴として以下のような点が挙げられ

る。 

1) 検索結果は関数名とその説明、URL のみ表示される。

よって、関数の使い方は覚えており、関数名とその引数

のみ知りたいときに余計な時間をかけずに調べること

ができる。 

2) 検索結果として関数の URL を表示させているため、

Unity スクリプトリファレンスのページに素早く遷移

することができる。 

3) 関数の説明から抽出した専門用語を概念として登録し

ているため、関数名を全く知らない場合でも使用目的

に応じた関数を検索することができる。 

 

4. 本検索ツールの使用方法 

ここでは、本検索ツールの使用方法について説明する。ま

ず、ユーザーは検索ワード入力エリアに英語または日本語

の単語を入力し、検索ボタンをクリックする。すると、検索

ワードの概念を持つ Unity 独自の関数とその説明、URL を

データベースから取得する。最後に検索結果を一覧表示す

る。 

5. 実装 

5.1 データの収集 

まず、Unity スクリプトリファレンス[2]から必要なデータ

を収集する。ここで、必要なデータとは Unity 独自の関数と

その説明と概念、URLを指す。 
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スクレイピング技術を用いて、Unity スクリプトリファレ

ンスから各関数の詳細が記載されているページのURLを全

て取得し、URLデータベースに格納する。URLデータベー

スから URL を 1 つずつ取り出し、取り出した URL 先に遷

移し、関数名とその説明を抽出し、現在の URLと共に関数

詳細データベースに格納する。これにより、自動で Unity 独

自の関数とその説明、URLを取得することができた。次に、

検索ツールを作成する上で最も重要となる概念を取得す

る。しかし、Unity スクリプトリファレンスには概念が記載

されていない。よって、説明文から言選 Web[3]を用いて専

門用語を抽出し、抽出された単語を概念として関数詳細

データベースに格納する。 

 

5.2 検索結果の取得 

ユーザーが検索ワードとして入力した単語の概念をデー

タベースから取得し、概念リストに格納する。次に、概念リ

ストの先頭に格納されている概念を持つ Unity 独自の関数

を、関数詳細データベースから取得し、検索結果リストに格

納する。その後、この関数名を元に、説明と URL を関数詳

細データベースから取得し、検索結果リストに格納する。こ

の一連の処理を概念リストに含まれる概念の数だけ繰り返

す。 

この時点で検索結果として得られたデータ（検索結果リ

ストに含まれるデータ）の数は少なく、検索性能は高いとは

言えなかった。よって、本検索ツールは概念の繋がりを利用

して得られた結果だけでなく、ユーザーが検索ワードとし

て入力した単語を関数名に含む関数も結果として表示する

ようにした。検索ワードを関数名に含む関数を関数詳細

データベースから取得し、重複しないように検索結果リス

トに格納する。最後に、検索結果リストに格納した関数名と

説明、URLの一覧を検索結果として出力する。これにより、

検索性能を高めることができる。この機能を、Python を使

用して作成した。 

 

5.3 検索結果の GUI表示 

本検索ツールを GUI で表示するようにすることで、ユー

ザーにとってより見やすく使いやすいツールにしている。

GUI の画面を作成するにあたって、Python の GUI アプリ

ケーションを作成するためのライブラリ tkinter[4]を使用し

た。これにより、図 1 のような検索ツールが完成した。ここ

で、図 1 は検索ワードを「collision」として検索したときの

Unity 関数検索ツールの画面の一部である。 

 

 

 

 

 

図 1  Unity 関数検索ツールの画面の一部 

   

6. おわりに 

本研究では、概念の繋がりを利用して Unity 関数検索ツー

ルの開発を行った。これにより、短時間で必要最低限の

Unity 独自の関数の情報を得ることができるようになった。 

現段階では、データベースに格納した順番に検索結果が

表示される。しかし、ユーザーによって使用頻度の高い関数

は異なる。ゆえに今後は、機械学習を利用してユーザーごと

に検索結果の表示順が変わるように改善する。 

また、前述の通り、Unity 独自の関数は関数名やその引数

が変更されるケースもある。したがって、それらの変更に応

じて、データベースに格納してある関数名やその説明を自

動で更新できるような機能も必要であると考えられる。 
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